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1　 は じめに

　 「学習」 とい うこ とば は
， 様 々 な状 況に お い て

，
い ろ い ろ な意味 を持 っ て 使わ れ るが

， 「学

習す る」 とは い っ た い 何で あろ うか。

　Biggs＆ Telfer（1989）は，学習過程をモ デ ル化す る こ と に よ っ て ，学習 を目に見 える もの と

し，学習過程 に おける様 々 な要素 を関連づ けて 説明 した 。

　本稿 は ， まず ， Biggs＆ Telfer（1989）に よ っ て提 示 された一般的学習の 学習過程 モ デ ル に つ

い て 述 べ る 。 次 に ，学習者 の 学習過 程 におけ る視点変化や そ れ に伴 うス トラ テ ジ ー
変化 を考慮

した改良 モ デ ル を提示 し
，

そ の モ デ ル を基に
， 外国語学習 に焦点 を当て

， その 過 程 に つ い て 検

討す る 。

2　 3P モデル

　Biggs＆ Telfer（1989）は
， 学習過程 をPresage　一　Process　一　Productと い う3つ の 段 階に 分け ， 学

習過程 モ デ ル を設定 し，3Pモ デ ル と呼 ん だ 。

　Presageは ，　 Processの 前段階 と して， どの よ うに学習 が行 われ るか に影響を与える もの で あ

り， 学習者の 学 習動機 ，
ビ リーフ ，学習経験な ど，学習者 自身に関わ る問題 と学習者 を取 り巻

く教育的環境に 関わ る問題 の 2つ に分 け られ る 。 Processは学習 者の タ ス クへ の ア プ ロ
ー

チ の 仕

方 に 関わ る段 階で ある 。 そ して
， 最後 は Product で あ り，

こ れ は
， 学習 に よ っ て 起 こ る認 知

的 ・情緒的結果を意味 する （臼杵．1996参照）。

　 3Pモ デ ル に よる と，学 習過程 に お い て ど の ように 学習者が 学習 に ア プ ロ ーチ す る か と い う

Process段階 は
，
　 Presageの 在 り方に 関係 して お り， 特 に学習 動機に 関わ りが深い とする 。 資格

や単位取得な どの外的学習動機を持 つ 学習者は
， 表面 的 （surface 　level）学習 に とどま り，個々

ば らば らの 情報 を細切 れ的 に記 憶す る こ とを主 な学習 とす る 。 それ に対 して
， 興味 関心の 強 い

＊ 国際交流 セ ン ター

　International　Exchange 　Center

297

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

2 臼　杵　美由紀

内的学習動 機 を持つ 学習者は
， 質的に 高い 学習 （deep　leveD を行 う 。 後者の 学習 は

， 学習 者が

自己の 学習 を振 り返 り，そ こか ら何を得たい の か とい う学習者の 内省 を伴うメ タ学習が 関与す

る 。

　経1験豊富な熟練者 と経験 の 少 な い 初心者 にお け る違 い もこ の 3Pモ デ ル に よ り説明され る 。

Presage段階 に お ける学習者 の 経験 の 違い は専 門領域 に お ける知識 （ス キ マ ）の 違い に も関わ っ

て お り，熟練者と初心者 とで は，Process段階に お い て ，前者は
‘

surface 　level’ で ある の に対

し， 後者 は
‘deep　leve1’ で あ る こ とが様々 な分野で 検証 され て い る （Wenden ， 1996）。

33P モ デル の 外国語学習に おける応用 とその 改良 モ デル

　前記 した 3Pモ デ ル に よる と
，
　 Presage段階 は

，
　 Process段 階 を決定 し

， 学習 の 結 果で あ る

ProdUCtに 影響す る 。
つ ま り， 学習者が ど の よ うな学習動機を持 つ か が，学習者の 学習 に大 き

く影響す る こ とに な る 。 しか し，学習者の ほ とん どは，どち らか
一
方が 強い にせ よ，多かれ 少

なか れ 内的 ・外的学習動機 の 両方を持 ち合わ せ て い る （eg ．　Brown
， 1981；Littlewood，1984；Ellis，

1986；Ely， 1986；Skehan， 1991）。 そ こ で
， 筆者は ， 学習動機 に よ っ て 学習が決定 される の で は な

く，学習者 は 学習経験 を通 して 流 動的 に視点や学習 に対する概 念 を変 え て い る と い うこ と を仮

定 した改 良 モ デ ル を設定 した （図 1 ）。 そ の 改 良 モ デ ル で は
， 学習が 進む に従 い

， 有効 な 自律

的学習の 実行 に よ り， すべ て の 学習者は
， その 学習を

‘

surface 　level’ か ら
‘deep　level’ へ と

移行する こ とがで きる 可 能性 を持 っ て い る とする。学習の 過程の 中で 起 こ る学習者 内部におけ

る ス キ マ の 建設 ，内的 気づ きや外的刺激 に よ る効果的 ス トラ テ ジ
ー

の 発見 は，認知 的 ・情緒的

に プ ラ ス の 結果 を もた ら し
， 学習者 の 動機や 自信 ，

ビ リーフ などPresage段 階に 影響する 。 更

に ， そ の 影響 はProcess段 階に お い て
，

よ り効果的な学習 へ と移行する 。 こ うして
，
　 Presage −

Process　− ProdUCtの サ イ ク ル を繰 り返 して い く学習経験 を経 る 中で
， 学習者 は

， 単に 外国語能

力を高め る だけ で な く
， 学習 の 仕方 （HOw 　to　Learn）に つ い て も学 ん で い く 。 また

， 情 緒的に

も 自信 を高め，興味 ・関心 も強 ま っ て い く。
つ ま り， 学習過程 の 経過 に お い て 学習者 は学習に

対す る概 念 （concept 　of　learning）を変 えて い く。

　Littlewood（1996）に よ っ て も， 外国語能力，自律学習能力 ， 学習者 の 自信 ，及び学習動機 に

お ける密接な関係 が主張 され て い る 。
つ ま り， 学習者が外 国語 能力 を高め る こ と に よ り， 外国

語を使 うこ と に 対する 自信や学習動機が 高まり，そ れ と同時 に 自律学習能力も高め る こ と に な

る とい うの で ある
。 認知心理学分野で は

，
Nola （1996）が

，

‘

selfLregulation
’

とい う言葉を用 い

て 学 習概念 （concept ）と学習の 関係 に つ い て モ デ ル を提示 して い る 。 それに よ る と
， 低 い 概 念

は，
‘

surface 　level’ 学習 へ ，高 い 概念 は，
‘
deep　level

’
学習 へ と導か れ るが ，概念が変化す る

こ と に よ り，

‘

surface 　level　’ か ら
‘deep　lever へ の 移行が 考え られ る 。

　 しか し，

一
方で は

，
こ うした プラ ス の サ イクル が起 こ るには

， 学習者が 自律的に 自己の 学習

に関与 し ， よ り効果的な学習を行お うと努力する こ とが前提条件 となる 。 従 っ て ， 学習者が 自

律 的 に 学 習 を 行 わ な い 場 合 ， また は
， 自律 的学 習 を妨 げ られて い る場 合 ， その 学 習者 は

‘

surface 　level’ の サ イ ク ル に よ っ て 学習過程が 繰 り返 され る 。 更に は ，　 Product段階で の 認 知

的 ・情緒的 に マ イ ナ ス の 結果 が Process段 階 ，
つ ま り， 学習者の 動機や 自信 に マ イ ナ ス の 影響
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を与 え，学習過程全体がマ イナ ス ・
サ イク ル に移行 して い き学習 を断念 する 場合 も考えられる 。

い ずれ に して も，学習者が 自律的学習 を行お うとす る意識が働 くか否か が プ ラ ス ・サ イク ル を

もたらすか ，
マ イナ ス ・サ イク ル をもた らすか の 重要な鍵 となる と考えられ る 。

図1　学習過程改良モ デ ル

Process

Presage

学習者 の 内 的

要 因

学習者の 外的

要 因

　学 習 者 の

学習 に 対す る

ア プ ロ ーチ

Product

認 知的 ・

情緒 的学習

結果

（筆者考案〉

4　自律 学習 と効果 的学習 との 関連性

　現在の 自律学習 に 関わる課題 の
一

つ は ， 自律学習 の 定義づ け の 再考の 必要性 に つ い て であ る 。

　Dickinson（1996）は
， 自律的学習は効果的学習 の た め に 必要で あ る と して い る 。 その 理 由 と

して ，まず第
一

に，効果的学習 に は，学習 者 の 積極的な 学習 へ の 取 り組み が 要求 され る こ と，

第二 に
， 効果 的学習 を行う学習者は

， 自律的学習者 と して の 性質を備 えて い る こ と
， 第三 に

，

外国語使用 は
， 自律 的過程 を必 要 とす るこ と，第四 に ， 外 国語 の コ ー

ス は時間的制約があ り，

コ
ー

ス の 目標 を達成する に は学生 が 自律的に意欲 を持 っ て学習に取 り組む こ とが 要求 され る こ

との 4つ を挙 げて い る 。 更に ，
Dickinson（1996）は，学習 とは，学習者がそれ まで の 学習や経 験

をも と に 築 い た学習者自身の 理論 に意味 を設立する こ と で あ り，
そ れ は 自律的活動で なけれ ば

ならな い とする 。
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　そ こ で ，筆者は ， 自律学習 と効果的学習に つ い て ， 外国語学習に 関わ る要素を位置づ けた

（図2）。
こ の 図 をもと に

， それぞれの 要素 の 関連性 に つ い て 考察 を行 い た い
。

　まず 第
一

に
， すべ て の 学習 に共通する 最大の ゴ ール を学習者の 自律 と考える

。
こ れ は

， 学習

者と して の ゴール で もあ り，
か つ 教育的 ゴ ール で もある 。 学習者 自律 は

， 自分 の 学習 に 責任を

持 っ て 実行す る 自己主導型学習に 関連づ けられる 。 そ して，そ の 下 に，外国語学習 の ゴ ール と

して， コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン運用能力向上 が位置づ け られ
， その 目標達成 の た め に

， 効 果的学習

が 関与する 。

　こ こ で ，学習ス トラ テ ジーに 視点 を当て る 。 自己主導型学習に は
， 学習者が 自分の 学習 を内

省 し なが ら学習過程を進め て い くとい う自己学習を管理 す る ための ス トラテ ジーが必要で あ

る 。 そ して
， 計画設定 ・自己モ ニ ター ・自己評価 と い う自律学習 の 鍵とな る ス トラテ ジー

（Wenden ， 1987）は
，

メ タ認知 ス トラテ ジーと して 効果的学習の た め の 重要 なポイ ン トで もあ

る 。

’
また，メ タ認知 ス トラ テ ジ

ー
の ほ か に，認知ス トラテ ジ ー

や 社会的 ・情緒的 ス トラ テジ ー

の 使用 も自己主導型学習を支えるた め の ス トラ テ ジー
と して 重 要で ある 。

　
一
方， コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 運用能力を向上 させ るた め の 効果的学習 と して

，
コ ミ ュ ニ ケーシ

ョ ン ・ス トラテ ジー
が必要で あるが ， コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン ・ス トラテ ジーは ，メ タ認知 ス トラ

テ ジーの 中の 補償 ス トラ テ ジーと特 に深 く関わ っ て い る 。 また，他の 認知，社会的，情緒的ス

トラテ ジーも同様 に
，

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 運用 に 必要で あ る 。

図 2　言 語 学 習

　教育的 ゴール

　　　1
厨

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 言 語 学 習 ゴ ー
ル

　　　　　　　　 　　　　　　1
　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 運用能力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　 自己主 導型 学習　　　　　　　　　　　　　　　　　　 効果的言語学習

　　　　1　 　 認 知 ス トラ テ ジー 　 　 　 1
自己 管理 ス ト ラ テ ジー一 メ タ 認知ス トラ テ ジー　　一 コ ミュ ニ ケーショ ンス トラテジー

　　　　＼　
社 会 的 ／ 情

竿
的 ス トラ テ ジ｝

／
学 習 の し か た の 学 習

　　　／
学習者 の 意識化

＼

学習 者

トレ
ー

ニ ン グ

ス トラテ ジ ー

トレ
ー

ニ ン グ

タス ク中心　 コ ミ ュ ニ カテ ィ プ

ア プ ロ
ー

チ 　 ア プ ロ
ー

チ

（筆者考案）
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　以上 の こ とか ら，学習者 自律，及び コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 運用能力向上 に は
， 様々 な学習ス ト

ラ テ ジー使用が関連 して お り，
こ れは

， 学習者が学習をよ り効果的 にす る ため に は どう したら

よ い か を学ぶ 学習の しか た の 学習 （Learning　How 　to　Learn ）に つ なが る もの で あ る 。 そ して
，

学習者自律の 意識向上 を目的 と し ， 学習過程 へ の 介入 と して 試み られ て い る の が ，学習者 ト レ

ー
ニ ン グや ス トラ テ ジー ・トレ

ー
ニ ン グ で ある 。 また

，
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 運用 能力向上 の た

め に 学習者主導 を目標 に行わ れる の が，タ ス ク 中心 シラ バ ス や コ ミ ュ ニ カテ ィ ブ ・ア プ ロ
ー

チ

で あ る 。 前記 の Littlewood（1996）の 指摘 の よ うに
， 外 国語能力 の 向上 は

， 学習者 の 自信 や動 機

の 強化 に 影響 し， また 同 時に，自律 的学習 を実行 す る 能力向上 に もつ なが っ て い る 。
つ ま り，

常 に ，自律性向上 と運用能力向上 は 関連 を持 っ て 考 え られ なけれ ばな らな い と言 える 。 こ の こ

とは
，
Dickinson（1996）の 指摘す る 自律的学習 と効果的学習の つ なが りを裏付 ける もの で あ る 。

5　学習過程仮説

　 本稿の 学習過 程仮説 を下記に まとめ る 。

（1） す べ て の 学習者 は
， 基本的に は

， 自律性 を備 えて お り，その 自律性 に よ り，自らの 学習 を

　　 よ り効果的学習 へ と導 く可能性を持つ
。

（2） Presage− Process　一　Productの 各段 階は，お互 い に 関連 して お り， 学習者の 内的
・外的影響

　　が学習者 に と っ て
， プラ ス の フ ィ

ー ド ・バ ッ ク を与える場合 ， その 学習過程 は
， プラ ス ・

　　サ イ ク ル へ の 刺激 とな っ て ，ス ピー
ド ・ア ッ プ され る

。

（3） 学習過程 をプラ ス に 導 くか否か は ，自分 に は で きる／ で きな い とい う学習者の 自己 に 対す

　　る ビ リーフ が影響 して い る 。 また
，

どの よ うな学習過程 を経 て い るか
，

どの よ うな問題意

　　識 を持 っ て い る か を洞察する 自己分析能力は
， 学習者 の 学習 の 方向づ けに大 きな影響 を与

　　 えて い る 。

  　自律学習者は ，自分 に とっ て必要である もの とそうで な い もの との 区別を わ きまえ，必要

　　で 意味の あ る こ とに 対 して 自律性
．
を発揮 し

，
プ ラ ス ・サ イ ク ル を もた らそ うとす る 。 反対

　　 に
， 意味 を見 出せ ない が

， 状況的 に 必要で ある 場合 は
， そ の 学習 を

‘

surface 　level
’

の ま

　　 ま保 とうとする。そ うした 自己調整の 中で ，外的環境 に対応 し，内的環境 を コ ン トロ
ール

　　 しようとす る 。 こ の 点で
， 自律学習者は

，

‘

surface 　leve1’ の 学習 と
‘deep　level’ の 学 習 を

　　共存 させ る こ とが有 り得る 。

　　　従 っ て ， 物理 的な 自由，外的視点か ら の 自由よ りもむ しろ ，内的選択の 自由が考慮 され

　　る べ きで あ っ て
， 自律学習は，外 的学習形態 に注 目される の で はな く， 学習者の 内的活性

　　化 に 重 きがおか れ る べ きで あ る
。

（5） そ の 過程が 効果的学習 へ 移行せ ず ， 常に 表面的学習に と どま り， 効果が 上 が らな い ま まで

　　停滞 した り，
マ イナス

・サイク ル に 移行する こ と も有 り得る。また，マ イナ ス ・サ イ ク ル

　　に移行 した場合，学習者が学習 を断念する場合 もある 。

（6） 外国語学習は
， 学習者の 自律が第一の ゴ ール として 考 えられ，その 下 に コ ミ ュ ニ ケーシ ョ

　　 ン 運用 能力向上 の ゴ ー
ルが 設定され る 。

こ の 2つ の ゴ ー
ル は ，効果的学習 を可能 にす る た

　　め の ス トラテ ジ ーが関連 して お り， それは学習者が 自己の 学習過程 に 目を向ける必 要が あ

　　る こ とを意味 して い る 。 そ の た め の 学習者の 意識向上 や 学習者主導 の ため の 働 きか けが 必

301

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

6 臼　杵　美由紀

要で ある 。

6 学習者 トレー
ニ ン グと教師の役割

　優秀 な学習者 は，効果的学習 ス トラ テ ジ
ー

を多 く使用 して お り， それ を教 える こ と に よ り効

果的学習 を促そ うとする の が ス トラテ ジー ・
トレーニ ン グ の発想で ある

。 また，自己主導型学

習の 基本で ある計画 一実行 一評価 を学習者 自ら の 責任で 行 うため の 自律性 向上 を 目指すの が学

習者．F レ
ーニ ン グ の 考え方で ある 。 しか し，こ れか ら考えて い か なけれ ばな らない 根本的 なこ

とは
， 学習者 が学習過程 を通 して 得 られ る学習経験 を もと に

，
い か に 自ら の 学 習過程 を プ ラ

ス ・サ イク ル に して い くか で あ り， そ の 働 きか け を担 うの が ト レ ーニ ン グ の 役割で あろ う。
つ

ま り，学習者が こ れ まで の 学習経験 に よ っ て積み上 げ られ て きた 自己の ビ リ
ー

フ や 学習概 念 を

内省 し
， 自律へ の 意識化が成 され る か否か が大きな鍵で ある と言 える 。

　自律 の 定義づ けの 再考に つ い て前述 したが ，もう
一

つ の 大 きな課題 は ，自律 の 普遍性 に つ い

て で あ る 。

　Crabbe（1996）は ，我 々 はす べ て 同 じ程度の 力で は ない が ，自律性 を開発 させ る力 を備 えて

お り， 学習者が 学習過程 に 目を向ける こ とに よ っ て ， 学習者 自身がそ の 中か ら新 しい 発見を し

て い く能力 を強化する こ とが 必要だ と して い る 。 学習者 自律 へ の 意識向上 の 真 の 意味 は，過去

の 学習経験 を振 り返 り，
また

， 現在 の 自己の 学習 を内省する こ とに よ っ て
， その 経験 を い か に

プラ ス ・サ イク ル へ の 移行 に 活か し て い くか を学習者 自身が積極的 に 試行 して い くこ と で あ

る 。 最 も重 要な こ とは ，単に他者 の 学習 ス トラテ ジーを学ぶ こ とや他者か ら の 知識 を得る こ と

で は な く，他者 との イ ン タ
ー

ア ク シ ョ ン を 自己の 学習過程 に取 り入れ ，プラ ス ・サ イク ル を も

た らす こ とで ある 。 つ まり， 学習者が 自律的学習 に よる プ ラ ス ・サイ ク ル へ の 可能性 を 自覚す

る こ とであ る 。 自律学習は ， 自己主導的学習 との 関連 で ， とか く学習者個人の 孤立 した学習 と

錯覚 されが ちで あ るが
， そ の 授業形態 ・学習形態 に と らわ れ る必要は な い

。 む し ろ ，重 要な こ

とは
， 学習者が 自分の おか れ た状況 に お い て

， 他者 との イ ン タ
ー

ア ク シ ョ ン を考慮 し
，

い か に

自律的環境 を造 り出 して い くか に ある と言える 。 教師 と して の 役割は
， 学習者が学習過程の 中

で抱 えて い る問題 や情緒的な フ ラ ス ト レーシ ョ ン を知 り，そ れ を乗 り越 えて プラ ス ・サ イク ル

に 移行 で きる よ うに励 ま しや働 きか けをするこ とで ある 。 そ して
， その ため に は ，前提 として，

学習者が どの よ うな学習過程 をた どっ て い るか ， 教師 もまた ， 学習者 の 学習過程 を知 ろ うと努

力する必 要が ある
。 Cotterall（1995）は 学習者と の 対話の 必要性 を訴えて い る が ，そ の 意味は

，

学習者 に 内省 を促すの み で は な く， 教師 も対話 に よ っ て 学習者 の 学習過程か ら学ぶ 姿勢 を持つ

必要があ る こ とを示唆 して い る と言える 。 更 に，教 師自身が学習者の 学習過程 をプラ ス
・サ イ

クル に移行 するた め の 学習経験の 担 い 手の 役 目を果 たす よ う心が けな ければ な らな い
。

7　研究調査へ の考察

　学習者 自律 の仮 説的見解 を検証す るた め に は
， 質的 ・量 的両面 か ら の 事例収集が必要で ある 。

Ushioda（1996）は
， 内観的 な質的調査 は

， 情緒的要素を知る の に重要で ある と して い る 。 しか

し，
こ うした調査 に つ い て

，
Mcdonough （1995）は ， 精神的過程が仮説の 源 と して は役 に 立 つ が

，
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仮説を真実化す る証拠 を収集する もの で は ない として い る 。

’
確か に，学習者の 自己分析に頼 る

デ ータは
， 学習者の 自己分析能力や ， 表現能力 に も影響す る た め

， 不十分で あ る 。 また
， 学習

経験 の 回想 と実際体験の距離 を考慮 した場合，その 正 確 さ に 問題が 残 る 。 学習者の 学習 に視 点

を 当て る こ とは
， 自律 の 意味 を考える 上で の原点 となる が ， 仮説が仮説の 域 を超 えるため に は

，

学習者の 自己分析以外 に内面活動 を知 る手が か りを見 出す必要が ある 。 しか し， 様 々 な角度か

ら
， 種々 の研究方法 に よ る デ ータ を総合 し，検討す る こ とに よ っ て ，ある 一

定の 傾向を導 き出

す こ とは可 能で あろ う。

　 （注）本稿 は
，
1997年 10月第23回JALT年次国際大会 （浜松）に お い て英語で 発表 した もの の

　　　
一部 を本稿の た めに 日本語訳 した もの で ある 。
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